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第２８号
～町の様子を皆様に伝えていきます～

今年の夏は、激しい天候や気温の乱れを感じる夏です。体調を崩さぬよう健康に

は十分注意をしましょう。

企業戦略は外向き、国内活性を期待する国民は内向き、両者相反するものがあり

政治戦略は大変難しい局面にあります。現在それを乗り越えられる首相も政党も見

あたりません。それが出来る政治家が出てくることを期待したいです。

さて、例年８月は議会に関する事業が殆どありません。今号は私が関わっている

事業を主にご報告いたします。亀澤 進
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森町は、昨年と比較して１１％以上の電気使用量を削減された世帯（１００戸）に、東北の特産品

などを賞品として進呈します。比較対照月は８月から１０月です。中部電力が検針時に発行する電気

ご使用量のお知らせを、忘れずに保存しておきましょう。 住民生活課生活保全係８５－６３１４

※節電目標の１１％は浜岡原発平均給電分、それ以上の節電分は地球温暖化防止に役立ちます。

８月６日環自協は、太田川でバーベキューなどを楽しむ方達に、ごみの持ち帰り

を呼びかけごみ袋を配付しました。

シーズンに合わせ啓発看板も１６ヵ所に設置しました。
※ごみを違法に捨てた者は５年以下の懲役又は１０００万円以下の罰金に処せられます

５月１４日森少年野球クラブは、クラブ創設３８年目にし

て初の県大会優勝を飾り、８月９日に開幕した高円宮賜杯第

３１回全日本学童軟式野球大会に出場しました。健闘むなし

く２回戦で敗退してしまいましたが、初戦を突破し、念願の

神宮球場でプレー出来たことは最高の気分だったでしょう。

全国大会出場に際し、町から体協を通じて１０万円の祝い

金が贈られました。 県大会優勝（藤枝球場にて）

県では「“まずは１割”ごみ削減運動」を展開し、平成２２年度までに対１５年度比１０％のごみ排

出量の減量を目指してきました。平成２１年度実績では、対１５年度比１０．６％減となり、最終年

度を待たずして目標を達成することが出来ました。

市町別１人１日当たりのごみ排出量は、平成２１年度においても森町が最小となり、５年連続１位

を維持しています。
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７月２３日に第１回目の「森の軽トラ市」が開催されました。

登録された事業所・グループ・個人は２１件で、当日の出トラ

は１３台となりました。

開店は１０時でしたが、３０分ほど前からお客様が集まり、

お目当ての農産物は開店と同時に品切れとなっていきました。

他にも、ファーストフーズや木工品、園芸資材など多種にわ

たり売れ行きが好調でした。

１回目ということと、農産物の端境期ということもあり、出トラ数や商品量が乏しい状況でしたが、

お客様の温かいご理解とご支援により大盛況に終わることが出来ました。

今後は豊富な品揃えのために、出トラ者の増強とチームワークでカバーし、賑やかな駅前づくりに

励んでいきます。ご愛顧のほどよろしくお願いします。

※開催日時：毎月第４土曜日１０時から１２時３０分 問い合わせ：森町商工会８５－３１２６

８月９日から１０日に同姓同名の「森 ほたる」さんが森町に遊びに来ました。現在京都の大学３年

生。２０歳女性です。出身は愛媛県、祖父母は静岡にお住まいだそうです。

２年ほど前、インターネットで自分の名前を検索したところ、トップに「森ほたるの会」のホーム

ページが掲載され興味深く閲覧しました。内容があまりにも素晴らしく感動し、更に全国の森ほたる

さんを探していることも知り、早速お礼のメールをしました。すぐ返事が返ってきて、それからは電

子上のお付き合いが始まりました。森ほたるを観に森町に行ってみたいという思いが募り、アルバイ

トでお金を貯めて今回実現しました。森町は、人間、町並み、自然、風景がとても心地よく、それら

にふれあえたことを心から感謝申し上げます。そしてこの名前にも感謝します。 森 ほたる

「森 ほたる」さん エコほたる表彰式にて 森町フォークジャンボリー

８月１日から１５日に開催された「みんなで森ほたる」。皆様がふれあいのウェーブを広げていただ

いたおかげでたくさんのふれあいが出来たと思います。５年目を迎えた森ほたるでは、実を結ぶ事業

も目立ってきました。

ほたるポイントをスタートして３年目に、二人の子どもが５０ポイントを達成しました。８月１２

日に表彰式を実施し、静岡・中日新聞にも掲載していただきました。『エコほたるに初認定』

街角ライブでは、年々増える演奏者の方々。毎日どこかしらでライブが聴けるようになりました。

最終日の１５日には、花火大会会場でフォークジャンボリーまで開催することが出来、多くの方に楽

しんでいただきました。

これからも私たちは、「みんなで森ほたる」を呼びかけ、ふれあいのウェーブを森町に広げ続けます。
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